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観点別特色
<教授用資料>
教科書名：DUALSCOPE English ExpressionⅠ（104 数研 英Ⅰ332）

Ⅰ．内容
Ａ．
題材は学習者の人間として調和のとれた成育に寄与するもので，学習者の実生活に即応したバラエティに富んだ内容（言語材料，言語使用の状況など）が扱われている．

Ｂ．
文法をコミュニケーションを支えるものとしてとらえ，文法指導を言語活動と一体的に展開できるように，随所に文法知識の活用を促す活動素材が設けられている．

Ｃ．
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図る態度を育成するため，指示文には極力英語が用いられている．ただし，プレゼンテーションにおける活動指示など，適宜日本語が使用されている．

Ｄ．
事実や意見などについて，多様な観点からの考察や表現上の工夫がなされるように，学習者間の相互交流を意識した言語活動を多く設け，学習者中心の授業展開ができる構成になっている．

Ⅱ．構成・分量（単元の配列や特色・分量）
Ａ．
全体の構成

１．
本書は大きく２つの学習内容によって構成されている．LESSON 1～10は英語で表現するための基本的なルールを理解し，活用する学習内容，SEMINAR 1～5はプレゼンテーションに必要な知識を習得し，実践する学習内容となっている．
２．
LESSON 1～10では，文法・機能表現の習得からその活用までをスムーズに展開できる構成になっている．

・
各レッスンは３セクション構成で，導入ページ（イントロダクション），文法ページ（インプット，インテイク，アウトプット），活動ページ（アウトプット）の３つのセクションで構成されている．

・
各セクションは２ページ構成（見開き構成）で，学習内容・分量が一目でわかるため，学習意欲を喚起しやすく，授業もテンポよく進めることができる．

３．
SEMINAR 1～5では，プレゼンテーション活動を無理なく展開できる構成になっている．

・
プレゼンテーションの基本が集中的に学習できるセミナー形式で，「主題・展開を決める」「情報や考えを整理する」など，プレゼンテーションの組み立てを考える際の流れに即し，全５回に分けてプレゼンテーションの基礎知識が習得できるようになっている．

・
学習者主体で展開できるワークショップ形式で， WORKSHOP 1ではプレゼンテーションの組み立てを，WORKSHOP 2では発音の仕方をそれぞれ実践し，プレゼンテーションをより説得力あるものにする技術が習得できるようになっている．

Ｂ．
各課の構成

１．
LESSON 1～10の導入ページでは，右ページの上部に「トピック」「文法」「機能」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．また，言語の使用場面・機能を念頭に，文法学習へと無理なく導入できるようになっている．
・
トビラにはその課の学習内容（文法・機能表現）を連想させる写真があり，学習意欲を喚起するとともに，写真を用いたさまざまな導入活動が展開できるようになっている．

・
INTRO ACTIVITYのSTEP 1では，言語の使用場面・機能を念頭に，その課で学習する文法の使い方が確認できるようになっている．また，STEP 2ではリスニングを通してSTEP 1の確認ができるようになっている．
・
Grammar in Actionではその課で学習する文法の身近な使用例が確認できるようになっている．
２．
LESSON 1～10の文法ページでは，文法知識の習得・定着から活用まで無理なく展開できるようになっている．
・
左ページでは基本例文と解説により，表現の骨組みとなる文法知識が習得（インプット）できるようになっている．また，Scope for Expressionでは文法から表現への橋渡しとなるtipsが掲載され，活用の流れが作られている．

・
EXERCISESでは，問題演習に取り組み，文法知識が定着（インテイク）できるようになっている．

・
Let’s Try!では，文法知識を活用した表現活動（アウトプット）が展開できるようになっている．

３．
LESSON 1～10の課末ページでは，冒頭で「トピック」「文法」「機能」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．また，言語の使用場面・機能を念頭に，文法知識を活用して表現活動を展開できるようになっている．

・
REVIEW ACTIVITYのSTEP 1では，英文を聞いて，ノートテイキング（リスニング）ができるようになっている．また，STEP 2ではSTEP 1の内容を踏まえて，無理なく英文が完成できるようになっている．
・
Further ActivityのTASK Aでは，言語の使用場面・機能を念頭に，英文が作成（ライティング）できるようになっている．また，TASK BではTASK Aの内容をヒントに，ペアワーク・グループワーク（スピーキング）できるようになっている．

・
TOOL BOXでは，各機能特有の有用表現が習得できるようになっている．

４．
SEMINAR 1～5の左ページ・解説では，プレゼンテーションに必要な知識が体系的に習得できるようになっている．

５．
SEMINAR 1～4の右ページ・WORKSHOP 1では，Exampleを参考に，プレゼンテーション用原稿が作成できるようになっている．また，WORKSHOP 2では，英語らしく，かつ説得力のある発音の仕方を学習できるようになっている．
Ⅲ 表記・表現及び使用上の便宜
Ａ．
全般に，対象となる生徒が無理なく学習できるような，表記・表現・話題の選択がなされている．各課の問題演習に関しては，指示文が英語で表記されているものが多く，また，後ろ見返しにはCLASSROOM ENGLISHが掲載されており，これらによって英語による授業が進めやすくなるように工夫されている．

Ｂ．
前見返しにはCAN-DO List for Active Englishが掲載されており，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．
Ｃ．
巻末にはUseful English Expressions（基本例文一覧，トピック別重要語句），Basic Rules for English Expressions（文の種類，品詞，英語の発想，数字）など，円滑な授業展開をサポートするとともに，学習内容の定着を促す各種資料が充実している．
Ｄ．
学習指導要領の内容に関しても，各所において適切な扱いがなされている．

(1)ア
与えられた話題について，即興で話す．また，聞き手や目的に応じて簡潔に話す．

… Let's Try!，Further Activity（TASK B），SEMINAR 1～5など

(1)イ
読み手や目的に応じて，簡潔に書く．

… Let's Try!，Further Activity（TASK A），SEMINAR 1～5など

(1)ウ
聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する．
… REVIEW ACTIVITY，Further Activity，SEMINAR 1～5など

(2)ア
リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと．

… SEMINAR 1～4（WORKSHOP 2），SEMINAR 5（プレゼンテーション評価）など

(2)イ
内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと．また，書いた内容を読み返すこと．

… SEMINAR 1，2，4など
(2)ウ
発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用すること．

… SEMINAR 2，3，5など
(2)エ
聞いたり読んだりした内容について，そこに示されている意見を他の意見と比較して共通点や相違点を整理したり，自分の考えをまとめたりすること．

… SEMINAR 5など
 ◆
基礎的な文法事項 / 様々な言語の使用場面・言語の働き

… LESSON 1～10全般
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